
  

●とくしまハンティングスクール
【内容】狩猟免許の取得や、実践的な捕獲技術
の習得を支援する講座

【申込期限】7月13日
【問】鳥獣対策・ふるさと創造課
☎621-2262 FAX621-2781

●令和４年度徳島県屋外広告物講習会
【とき】8月31日8：50～
【ところ】徳島県職員会館
【内容】屋外広告業の業務主任者資格が得られます。
【申込期限】8月4日
【問】県都市計画課 ☎621-2566 FAX621-2869

●県立中央テクノスクール訓練生
【訓練科】①定住外国人向け介護初任者研修科  
②IT技能科2 ③介護実務者・同行援護研修科2  
④テレワーク実務科

【ところ】①徳島県労働者福祉協議会 
②四国進学会藍住校 ③白寿会 ④ＱＬＩＰ

【定員】①10人 ②20人 ③④20人
【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】①7月26日 ②7月29日
③④8月10日

●令和４年度徳島県職員等採用試験
①短期大学卒業程度、高等学校卒業程度 
②民間企業等職務経験者対象
③就職氷河期世代対象

【とき】9月25日
【ところ】①徳島大学総合科学部
②③徳島大学総合科学部、立教大学池袋キャ
ンパス、CIVI北梅田研修センター

【受付期間】8月4日～22日

●令和４年度障がい者を対象とした
　徳島県職員等採用選考考査

【とき】10月23日【ところ】徳島県職員会館
【受付期間】8月4日～22日

●令和４年度警察官B採用試験
【とき】10月16日
【ところ】徳島大学総合科学部
【受付期間】8月4日～25日
◆採用試験共通

【問】県人事委員会事務局任用課
☎621-3212 FAX621-2887

●県営住宅入居者
【募集戸数】45戸
【とき】8月1、2日 各日10：00～16：00
【ところ】県職員会館
【問】住宅供給公社 ☎666-3125 FAX666-3126
PFI管理センター ☎678-2271 FAX655-6255

●身体障がい者補助犬貸付希望者
【対象者】視覚障がい者、肢体障がい者、聴覚障
がい者

【貸付予定数】盲導犬、介助犬、聴導犬のいずれ
か1頭

【応募期限】7月29日17：00（必着）
【応募先・問】県障がい福祉課
☎621-2238 FAX621-2241

●オープンとくしま・パブリックコメント
◆徳島東部都市計画区域マスタープラン（素案）

【内容】長期的視点に立った都市計画の基本的
な方向性を示す「都市計画区域マスタープラ
ン」の見直しを行います。

【応募期限】8月2日
【問】県都市計画課 ☎621-2566 FAX621-2869

※市外局番０８８を省略しています。試験などの
詳細は、電話でお問い合わせください。

【問】県立中央テクノスクール
☎678-4690 FAX678-4692

●県立南部テクノスクール受講生
【訓練科】事務科
【ところ】四国進学会阿南校
【定員】15人 【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】7月26日
【問】県立南部テクノスクール
☎0884-26-0250 FAX0884-26-1121

●県立西部テクノスクール訓練生
【訓練科】医療事務科
【ところ】（株）ニチイ学館鴨島教室
【定員】12人 【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】8月3日
【問】県立西部テクノスクール
☎0883-62-3067 FAX0883-62-3140

●障がい者職業訓練生
【訓練科】食品加工補助科
【訓練期間】8月19日～9月15日
【ところ】貞光食糧工業株式会社 【定員】 1人
【受講料】無料（教材費等別）
【申込期限】7月26日
【問】徳島県産業人材育成センター
☎621-2353 FAX621-2852

県庁だより
県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

資格・試験

募集しています

講座・講習

ご意見募集

もうかるブランド

推進課

●あいびき肉70g、れんこん20g、玉ねぎ25g、卵1/5個、パン粉大
さじ1/2、塩こしょう少々 ●A（酒・しょうゆ・みりん各5cc、砂糖2.5g） 
●B（米粉35g、豆乳30cc、卵1/5個、砂糖5g、ベーキングパウダー1g）
●ほうれん草15g、サラダ油1cc、れんこん5g、揚げ油適量、
塩・ごま各少々、きゅうり5g ●C（レタス・トマト・きゅうり計60g）
① みじん切りにした玉ねぎをサラダ油で炒めて粗熱をとり、
れんこん（20g）は5mm角にする。
② ボウルに①・あいびき肉・卵・パン粉・塩こしょうを入れて混
ぜ、成形して焼く。余分な油は取り除き、Aを入れて味をつける。
③ ほうれん草をゆでてミキサー等でペースト状にし、Bと混ぜ
合わせ、サラダ油をひいたフライパンで焼いてバンズを作る。
④ れんこん（5g）を薄くスライスして油で揚げ、塩をふってレン
コンチップスを作る。
⑤ バンズにCと②のハンバーグをはさみ、きゅうりとごまで、す
だちくんの顔を作って、レンコンチップスを添えたらできあがり。

［徳島県教育委員会教育長賞］

すだちくんのシャキシャキレンコンバーガー

令和3年度 
野菜たっぷり料理
レシピコンクール

材  料
1人分

徳島県新型コロナ関連相談コールセンター

新型コロナワクチン接種に関する、副反応等のご相談は…

かかりつけ医がいない、相談する医療機関がない場合は…

聴覚に障がいのある方など、電話でのご相談が難しい方は、FAXをご利用ください。

●受診・相談センター 受診可能な「診療・検査協力医療機関」

をご案内します。

少しでも体調の異変を感じたら
まずは、かかりつけ医に電話でご相談ください

新型コロナワクチン接種後も引き続き、感染防止対策をお願いします。
「3密（密閉・密集・密接）」の回避、マスクの着用、手洗いや手指消毒の励行 など

24時間対応
土・日・祝日含む

●コロナ後遺症相談窓口 「症状や体調に関する相談」や「症状に

応じた医療機関」をご案内します。
FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

●その他、県内のコロナウイルスに関する一般相談
FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

専門的な知識を有する看護師や保健師が24時間対応し、接種による「副反応」や

「医学的知見が必要となる専門的な相談」などを承ります。

●新型コロナワクチン専門相談コールセンター
FAX：0120-939-412（フリーダイヤル）
✉vaccine_tokushima@bricks-corp.com

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する

「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

　ルイスハンミョウは、体長が15mmから19mm。灰
かいこっしょく
黒色

の体に、はっきりとした黄
こうはくしょく
白色で逆さ勾

まがたま
玉模様の斑

はんもん
紋をもっ

た海浜に棲
す
む幻の昆虫です。環境省の絶滅危惧種として

登録されており、県の指定希少野生生物でもあります。
　沖洲の人工海浜は、国内でも数少ない貴重な生息地
の一つですが、ここ数年は1匹
も見つかっていないそうです。
これを知って私はとてもショッ
クを受けました。私も実物は
一度も見たことがありません。
　小学生の頃にルイスハン
ミョウについて学習し、沖洲海
浜のゴミ拾いや除草作業を通して、昔の面影を残しなが
ら、砂浜を自然のまま維持することの大変さや大切さを
学びました。また、生息地を守る活動を熱心に続けられ
ている地元の方々がいることを知りました。
　こうした環境保護活動のことや、ルイスハンミョウのこ
とを多くの人に知ってもらい、私も活動に積極的に参加
して、豊かな自然を残したいです。

●あわっ子文化大使リポーター

徳島市城東中学校　藤
ふじい

井 智
ち さ と

沙都

 絶滅危惧種
『ルイスハンミョウ』

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。

学校教育課  ☎088-621-3054 FAX088-621-2882

ルイスハンミョウ
（佐那河内ふれあいの里ネイチャー

センター大原賢二氏より）

レシピ

●2022明治安田生命J2リーグ
日程はこちら

ホームゲーム

※都合により試合日程が変更となる場合があります。

会場：鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

●四国アイランドリーグplus2022後期公式戦

スタジアムで、チームの勝利を後押ししましょう！

7/23（土） 18：00～ FC琉球

7/22（金）18：00～  愛媛マンダリンパイレーツ（蔵本）
7/30（土）18：30～  福岡ソフトバンクホークス３軍（阿南）
7/31（日）18：30～  福岡ソフトバンクホークス３軍（阿南）
8 / 6 （土）13：00～  香川オリーブガイナーズ（海陽）
8 / 7（日）13：00～  香川オリーブガイナーズ（三好）

日程はこちら

ホームゲーム

は
じ
め
て
い
ま
す
、

棚
田
と
地
域
の

新
し
い
関
係
づ
く
り
。

今
年
３
月
、勝
浦
郡
上
勝
町
に
あ
る
５
つ
の
棚
田
が
、国
の「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、ふ
る
さ
と
の
棚
田
を
守
り
、そ
の
新
た
な
活
用
に
向
け
て
挑
戦
を

続
け
る
方
々
に
、棚
田
が
持
つ
魅
力
や
可
能
性
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
と
同
じ
風
景
が

そ
こ
に
広
が
っ
て
い
る

　

景
観
や
地
域
計
画
な
ど
の
専

門
的
な
知
識
を
活
か
し
、ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
上
勝
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
き
た
澤

田
俊
明
さ
ん
。〝
か
み
か
つ
棚
田

未
来
づ
く
り
協
議
会
〟の一員
と

し
て
も
活
動
し
、ま
ち
に
残
る

棚
田
の
特
色
や
活
用
法
な
ど
を

模
索
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
た
と
え
ば
、日
本
の
棚
田

百
選
に
も
選
ば
れ
た
こ
と
の
あ

る『
樫
原
の
棚
田
』は
、江
戸
時

代
後
期
に
作
ら
れ
た
絵
図
と

ま
っ
た
く
同
じ
形
を
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
は
、３
３
０
年
以
上

前
と
同
じ
風
景
を
今
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」

　

今
後
は
、地
域
の
人
々
が
懸

命
に
守
っ
て
き
た
棚
田
の
歴
史

的
な
価
値
を
、い
か
に
地
域
の

活
性
化
へ
と
結
び
つ
け
る
か
が

重
要
に
な
る
と
澤
田
さ
ん
。「
そ

の
た
め
に
も
、こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
、持
続
可

能
な
仕
組
み
へ
と
転
換
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」と
話
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
棚
田
を

守
り
続
け
る
た
め
に

　

棚
田
ア
イ
ス
の
開
発
・
販
売

を
は
じ
め
、県
外
客
を
招
い
て

の
体
験
交
流
や
、地
元
の
中

学
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
認
証
制
度
な
ど
、

協
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
棚

田
の
魅
力
を
活
か
し
た
展
開
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
高
齢
化
に
よ
っ
て
遊
休
農

地
が
増
え
る
中
、何
よ
り
も
求

め
ら
れ
る
の
が
棚
田
の
存
続
で

す
。そ
の
た
め
に
は
、町
外
の

方
々
と
の
交
流
促
進
が
不
可

徳
島
大
学 

人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授  

澤さ

わ

だ田 

俊と
し
あ
き明 

さ
ん

お問い合わせ先　農山漁村振興課
☎︎088-621-2486 FAX088-621-2859

とくしまの棚田
ホームページ▶︎

●棚田保全の大切さをPRする「棚田のライトアップ」●都市住民を巻き込んだ取り組みも始まっている

府殿の棚田 （上勝町）

府殿百姓一気
棚田保全や交流の活性
化を目指し、都市住民
との農村体験交流を実
施。「府殿百姓一気」とし
て、棚田米や番茶のブ
ランド化や6次産業化
にも取り組んでいます。

樫原の棚田 （上勝町）

緑の階段～みんなで守ろう樫原の棚田～
高校や小学校を巻き込
んだ「棚田オーナー制
度」を2012年より実施。
棚田を会場とした「棚田
ウエディング」や「早乙
女衣装での田植え」など
も行っています。

市宇の棚田 （上勝町）

天空の市宇の棚田
上勝町の棚田地区で初
めて、地元保育園や小
学校との農業交流体験
を実施。幻想的な「棚田
ライトアップ」には大学
生もボランティアとして
関わっています。

田野々の棚田 （上勝町）

パラダイスをつくろう！
棚田をステージにした
野外音楽祭「棚田の音
楽祭」を実施。「上勝晩
茶」の主要な産地で、
夏の製造時期には晩茶
の香りが一帯に広がり
ます。

八重地の棚田 （上勝町）

今だったらまだ昔のこと教えてやれるけんの
復元した茅葺き民家を
拠点とした「かみかつ
茅葺き学校」など、伝統
技術の体験学習等を実
施。都市部の学生をイ
ンターンシップとして受
け入れています。

欠
。棚
田
に
関
す
る
重
要
な
情

報
を
す
ぐ
に
見
つ
け
て
も
ら
え

る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
面
も
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

棚
田
が
持
つ
美
し
い
曲
線
や

畔
の
段
、水
路
を
流
れ
る
水
の

音
に
は
、一
度
足
を
運
ん
だ
人
に

「
も
う
一
度
、訪
れ
た
い
」と
誘

発
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
澤
田

さ
ん
。「
だ
か
ら
こ
そ
、ま
ず
は

足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大

事
。そ
の
た
め
の
知
恵
を
、み
ん

な
で
出
し
合
っ
て
い
け
れ
ば
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●徳島県で「つなぐ棚田遺産」に認定された棚田  農林水産省の「つなぐ棚田遺産」に認定された県内5地域の棚田と、主な活動内容をご紹介します。

か
け
が
え
の
な
い
風
景
を

守
り
続
け
る
人
々
が
い
る

　

徳
島
の
里
山
に
広
が
る
、棚

田
の
美
し
い
風
景
。そ
の
背
景

に
は
、ふ
る
さ
と
の
棚
田
を
守

り
、育
ん
で
き
た
生
産
者
た
ち

の
努
力
が
あ
り
ま
す
。上
勝

町
・
市
宇
地
区
の
棚
田
で
お
米

を
生
産
す
る
柳
瀬
武
志
さ
ん

も
、そ
の一
人
。高
校
生
の
頃
か

ら
40
年
以
上
に
わ
た
り
、代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
実
家
の
棚

田
を
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
傾
斜
地
だ
か
ら
草
抜
き一つ

に
し
て
も
重
労
働
だ
し
、ト
ラ

ク
タ
ー
を
入
れ
る
の
も一
苦
労
。

小
さ
な
田
ん
ぼ
の
兼
業
農
家
な

の
で
、収
穫
し
た
お
米
も
自
分

た
ち
が
食
べ
る
位
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
こ
の
棚
田

を
守
り
続
け
て
い
る
の
は
、大

切
な
文
化
を
絶
や
し
た
く
な
い

か
ら
で
す
」

　

若
い
頃
か
ら
棚
田
の
風
景
を

守
り
続
け
る
柳
瀬
さ
ん
の
姿
を

見
て
、農
業
を
続
け
る
若
い
世

代
も
増
加
。今
で
は
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、力
を
合

わ
せ
て
地
元
の
風
景
を
守
っ
て

い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み

感
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

　
「
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
感

動
し
た
り
、楽
し
ん
だ
り
し

な
い
と
、棚
田
の
素
晴
ら
し

さ
は
伝
わ
ら
な
い
と
思
う
」

と
柳
瀬
さ
ん
。こ
れ
ま
で
に

も
、音
楽
祭
や
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、若
い
世
代
と一緒

に
棚
田
の
魅
力
や
可
能
性

を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
棚
田
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
時
は
、

み
ん
な
泣
い
て
い
ま
し
た
。

か
み
か
つ
棚
田
未
来
づ
く
り
協
議
会

代
表　

柳や

な

せ瀬 

武た

け

し志 

さ
ん

誰
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
訳
で
も

な
く『
こ
の
棚
田
を
守
り
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
瞬

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
数
十
年
に
わ
た

る
地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
、

今
回
の〝
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
〟に

は
、上
勝
町
の
５
つ
の
棚
田
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
好
き
な
言
葉
は
温
故
知
新
。

昔
の
人
の
知
恵
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、み
ん
な
で
新
し
い
未
来
を

つ
く
って
い
き
た
い
」と
柳
瀬
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
心
が
豊
か
に
な
れ
ば
、

ま
ち
の
未
来
も
き
っ
と
輝
く
。

町
外
の
交
流
人
口
を
増
や
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
。

●とくしまの棚田
徳島県には今回紹介した以外にも、
数多くの棚田があり、その魅力を発
信しています。

●とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業
社会貢献等に前向きな企業・大学・ＮＰＯ法人等（農山漁村協働パー
トナー）と応援を求める農山漁村地域（ふるさと団体）間を県が取
り持ち、棚田の保全活動や地域の活性化活動等を両者の協働によ
り実施しようとする事業です。

「農山漁村協働パートナー」として活動していただける団体や、“応
援”を希望する農山漁村の「ふるさと団体」を募集しています。
お問い合わせは、農山漁村振興課
までお気軽にご連絡ください。 とくしまの農山漁村
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